人 @ 九 州 も の し り 学 @ 
ハン ナリ テル 、 エ タ : ハ ン ナ ・ ラ イト 」 
参 ン ヨイ フル スポ ボ ポット 欠 
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安心 、 ひ ろ げ まま 


東京 環 上 


旅 な ん て 思い 立っ た と き に 、 い つも を 忘れ て ぶらり 
と 出かけ る くら い が ち ょ うど いい 。 で も 、 万 一 の 時 の 
大 変 さ は 、 ど こ で も 同じ っ て こと も お 忘れ な く 。 それ 
が 、 ち ょ っ と し た ドラ イプ 先 や 帰省 先 で も 。 東京 海上 
の 国内 旅行 総合 保険 な ら 、 旅 先 で の 事故 や ヤケ ガ を 
ワイ ド に 補償 。 さ ら に 、 留 守 宅 の 家財 が 盗難 に あっ 
た 場合 な どの 特約 も ご 用 意 。 出かけ る 前 に 、 保 険 を 
か け て 。 さ あ 、 安 心 を 道 づ れ に 行っ て らし ゃ い 。 


国内 旅行 総合 保険 


東京 活 上 火災 保険 株 式 会 社 
福岡 市 博多 区 網 場 町 3-3 福岡 東京 海上 ビル 電話 (092) 281-7171 (代表 ) 


九州 ・ 美 術 散歩 


人 を 村 Cag& 
早良 美術 館 る う 多 


婦 : 滝 悦子 


こう いう 人 生 の 選択 ちあ る の か 。 は じ め 和 驚き や が て 快 哉 し て い 
た 。 城山 三郎 の いう 大 晩年 、 満開 人 生 た だ 。 曰く 「 才 いて 失う も の 
ば か り で は な い 。 新しく 得 ら れる も の 、 加わ る も の が いく つも あ 
る 。 好奇 心 さえ 失わ な けれ ば 」。 城山 の 説 と 東 義 人 夫 雪 の 英断 が 
ダブ ルイ メー ジ す る 。 

東 さ ん は テレ ビ 局 在 社 中 か ら 好 き な 絵 を 集め は じ め 、 定 年 後 「 早 
良美 術 館 る うる | を 開設 。「 山 の ふ も と の 小さ な 美術 館 」 と し て 今 、 
注目 を 集め て いる 。「 る う 節 ] と は ドイ ツ 語 で 「 安 ら ぎ ・ 悪 い ・ 静 
寂 ・ 平 和 」。 樹々 に 囲ま れ 自然 採光 で 殊更 に 手 を 加え て も いな い 
家屋 で は ある が 、 こ の 落着 き は 何故 か 。 か ね て より 詩 を 表し 句集 
を 編み バロック 音楽 を 愛す る | 自由 で あり た い 」 人間 性 ゆえ か 。 

ー カ 月 毎 に 変わ る 企画 展 と 香 月 泰男 、 松 田 正平 の 常設 展 が 作品 
構成 だ が 特に 香 月 泰 の 部 屋 に 東 さ ん の 思い が 活 緒 し て いる 。 

| 一 体 、 私 は 香 月 泰 の どこ に 惚れ こん で し まっ た の だ ろう か 。 
その 出自 と 効 少 体験 か 、 シ ベリ ア 抑 留 体 験 か 、 そ の 家族 愛 と 優し 
さ で あろ うか 。 や は り 画 で ある 。 画 その も の が 発端 で あり 終結 で 
あり すべ て で ある 、 と あえ て 言い きろ う |。 その 著 『 わ た し の 香 
月 泰男 ノー ト 」 で 讃 う よ う に まさ に [画家 に 魅入 られ て 」 東 さ ん 
の る う 名 は た し か に 息づい て いる 。 


田 早 良美 術 館 る う 名 

福岡 市 早良 区 大 字 石 釜 104-6 

会 092 (803) 1681 

入館 料 : 大 人 200 円 

休館 日 : 月 ・ 火 曜 

交通 :JR 博 多 駅 か ら 地 下 鉄 乗 り 換 え 西新 
この そこ か ら バ ス で 多々 良 瀬 バ ス 停 下 


香 月 泰男 | 久原 山 」 (着色 素描 ) 
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較 大 矢野 町 に ある 「 天 草 四 郎 メモ リア ル ホ ー ル 」。 開 館 時 間 9:00 一 17:00。 年 末 
年 始 体 み 。 入 場 料 大 人 600 円 、 中 学生 以下 300 円 。 谷 0964 (56) 5311 


館 時 間 9:00 一 17:00。 火 曜 休 な 0969 (56)3665 加計 


遼 松 島町 の [熊本 県 天草 ビジ ター セン ター]| 開 
較 7/1 一 8/31 開 村 の 「 大 矢野 青少年 旅行 村 」. 
問い 合わ せ プ 大 矢野 町 観光 課 谷 0964 (56) 1111 


_ 画 千 茂 山 の 展 望 所 か ら の 風景 。 天 草 五 橋 が 見 渡 還 
せる 。 松 島町 役場 企画 観光 課 人 0969(56) 1111 
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天草 * 


JOYFUL SPOT 
M / 


放 暫 W ぐ 年 べ 全 の し じ 生 民 汗 斉明 肖 
トミ 諾 6 名 


| 記 % 持 2 公 仙 玉 多 忌 も し 
の JI0 ミ スマ イン Cr00 生 く 


征 写 で 中須 ぬく で お 角 7 


宙 置 G 選 球 的 定 全 で や は) 
JJ 祭 宮 要 谷 び ” 本 一 
トーG 革 外 祥 写 *W-S 公 思 
Q 軍 区 けり 尼 〇 ) JJ の SN 
うり ろ 心 | 太 き 補 吾 主 
NQ46 ぐ で 超 」 8 し 所 穫 
GSN9 坦 " 心 趣 中 昌 
ー3 着 3) り 仙人 で い の) 
こび 8 広 G つ 心 。 立 
1 っ JA6 選 纏 団 居 公 羽 送 


し 区 内 い ( 


/ * ac 功 / は 
に 1 和 
* ( 重 | \ 
こ P ・ 所 / 計 。 w テテ 
品 ! ゃ 居り ト と ア 


どり hG し 超 可 り 
党 党 や *@" 役 地 属 江 補選 
字 た る ぐ 普 38 人 提 妥 
恒 @ 心 完 様 庄 宮 中 話 団 
し レ 可 つ % や レン SN 
っ 9 て お J 込 才 3" 貞 
ー ト ミッ 9 穫 人 史 ンー い 62J 
G 呈 近 し 年 N や G 後 
ロー さく 識 お "SU 
下 4J 瑞 芯 XGK 請 G 翼 月 
3 医 さ し 趣 と s@ っ )96G 
り ンー 還 球 1 で 
HK トー 半 38” 4JQ 
1 3 た WI 


か ら の 季節 は 、 タ イ 、 ヒ ラメ 、 車 エビ の ほか に タコ も 旬 。 


肉 料理 や 野菜 料理 な ど メ 


Xet6n1 け 人 選 全う 拓 遂 
レ ャ キス ろ 表 つ 償 孔 で 
さこ うこ 心 護 十 旋 G1 2 
we 家 了 」 p 普 で ひら 
赤 選 3 寺 り 回 ご 所 つっ 
6 心 光 鐵 民 古 し 正 
或 揚 條 和 Ke" 6 し ぴい 
半 り 愛 属 全 や 翌 22" 
密 G 軸 6” 司 ゴ % 
ン 表 %% で めで 下 表 密 人 
ご 仙 い し 罰 史 況 示 つ 
4%P3SK9” 瑞 強 8 か も 
りり 加 丸 選 和 OGAKp 臣 で で 
"つい うり 選 う ) 了 折 局 揚 
いい マー や SIk レコ TIE 


f 9 


^ こ 


こ あ り 、 全 室 オ ー シ 


(4 号 橋 ) の た も と ( 


圏 天草 五 橋 
ャ ン ビ ュー 


JJ で AU 抽 和 0 所 yoS 村 NSXx 層 マコ 


妨 瑞 忠 玉 ボド トミ 由 過 


玉 そ 6 正六 会 守 志 本 
個 避 自選 2 民 宮 人 
^@” | 統 班 鷺 沢 中 ミ 
千尋 | や 6) 記 下 
志 * 季 人 人 SQ 連休 中 衣 
も "な いひ 約 選 きり 症 選 毅 の 
8 還 け 3/ 龍三 錠 癌 短 中 
DRASK0J ST 

計 Y ぐ 補 倒 栄 AG 芋 旨 和 
紅い ひし” 赤 KG 客 忌 属 串 
ぐ 選 "生理 束 陣 父 


いや 室 穫 や” 赤 


1 エ 


団 XSAt 心 員 人 
mm! 前" 責 事 で 守 い ) 
jm)467 表 移 詩 地 G 吉 で 
還 公 〇 年 る 刀 愛染 洲 つ く 
写 代 SQ 思 や じ 人 Sh 映 
46” 同 売 べり SS@3) ろ 
で で NG 本 環 環 冗 弄 定 り 
束 壁 全 和 ご " 表 和 弄る 
O 佑 り HKG し 器 世 交 記 
Sr 人 ス iQ OS tom 
りり 朗 世 つつ 表 和志 只 6" 慌 
ぶつ すめ 剛 民 属 困 避 醤 選 " 
ト JJ 半 り 36HK 上 8 


た 大 浴場 、 別 標 の ジェ ッ ト 浴場 と さま ざま な 入 


リ の 露天 風呂 を 備え 
温泉 で 、 明 人 病 に 


効果 が ある と いわ れ て いる , 


9 科 こ 代 
只 - 般 
さい 

避 
3 
皿 
St 。 
NO 
で や 
馬 人 s 
や 公 
幼 番 
導 区 で 
で 
| HH 
。 Hi 
中 と 
| * で 
s 思い 
叶 弄 
| 園 選 


ー さ の 詳 ” 祝 革 じ ^ 呈 
ーー 2JD つ りう pkOetG 
JJ 人 S い し 吐 ツ pp べ 居 7 

心 郊 6 策 貴 吉 に ペ マ " 
HM JINXS2US 十 忘 
融 吊 送 "記し で 本 
っ )33” 6 心 札 選 基 め 父 
半 必 いで ン 層 定 ぐ 宮 
こつ 2 の 3 理 引 つぶ | 共 目 
さ 篤 井 角 宮 りや 壮 " 
3 邊 6 か っ ) 愛 職 ぐ 所 信久 
Je レタ 35 ト JS6 り め 
軸 倒 貞 ス で 7 3) 心 写 つ 
ツン KG” NpG 層 36。 6NG 
し 拒 hG6 い ロ 詳 ら 隊 で 


J 総 本 で 


圏 6 階 の 展望 浴場 か ら 望 ん だ タ 景 。 別 棟 に 露天 風呂 も ある 。 客 室 は 和 ・ 洋 ・ 和 洋室 、 ス イー ト な ど 。、 
館内 は 海 の 中 の イメ ー ジ で 、 ど の 部 屋 も 窓 が 大 きく 、 天 草 の 島々 や 4 号 橋 の 眺め が 楽し め る 。 


深 島 変 島 所 の 
い の え ぇ え 影 た 辺 
眺 て も か り 
め 【\ 日 ら は 
は % だ je 上 
ま の 人 油 
っ だ っ 間 の 
た ろ て に 差 
くう 。* 見 本 
典 補え あ 
が 松 を る る 
海 発 ト ウ 用 砂 
に す ク オォ オ の 浜 
親 る ル ツ 欄 が 
で も チ 積 扶 
い か る ン も が 
人 。。 ジグ あ も マ 
“ IE に っ り て 
WM に と ヽ し ヽ 
1 泊 2 食 付き 12.000 円 の 夕食 例 。 予 約 時 に 、 So 夫 九 。 
中 華 や 磯 焼き な ど 料 理 の 内 容 ち 申し 込む 。 も 出 ッ カ 専 
= ツ 
三角 西港 4 
@ 三 錦町 店 
青少年 旅行 村 欠 朋 
三角 駅 
電 
大 矢野 町 稼 
天草 四 
メモ リア ル ホ ー ル 
信 天 草 ビ ジ タ ー セ ンタ ー 
。 ろ ま ん 館 
ホテ ル 竜 宮 例 介し ー ク ルー ズ 
岬 宮 馬 
全 、 松 局 町 
千 厳 山 


ME 


\ 
W い 


0 こす 6 ニュ 


9 の 


「 


党 穫 の キ ー ベ デース 


/ 人 有 有 ホ 邊 
(に = 改 る 幕 ル 
1』 た 教 い と れ 之 の 
り を で ご 時 意 む 
- ら す 、 2 ーー 
ME 了 エ 二 可 回 
ジ た ーー 日 テ フ 
ラ と の ル な 
』 の 2 か RS 
ダ FI 「 才 1 
オ 日 到 時 
向上 疑 と の 
い を あう ジ ぺ つ 
の な 展 が 3 
で が 宗 涼 りら 
ちあ. 徐 瑞 
ま 入 場 の ロ に 
すず 浴 か 海 ビ 当 
は で ら | 
温 き は 6 の る 
朱 る 夕 階 向 福 
て 陽 色 出 槽 る と 行く 
It ラジ 
ちこ 染 な 伸 窓 持て ろ 
ょ よれ め が び に ち み ぐ 
うか る ら 伸 画 の る こ 
に ちら グ デ 2 7 も 。 も お ど 
ホ 東 日 半 0 を 90" に 
テ 夏 を や 租 大 浴 し 
ル に 望 海 を き 場 いた 
の か む を 投 な を でぶ : 
晴 ス 焼 捨 ふ に 磯 : 中 
ら ト き て ん な 焼 華 夕 
し プ に 上 難 だ た つき 食 
く も いん て な バ は 
食 が に いざ] 和 
眠ら 指 二 使 た も べ 食 
ト の が 家 つ 、 選 |] が 
は め プ な 中 の る ぉ る ュ ぅ ュ ム ふ 
プ は > ゝ 炭 華 辛 よ | ぞ 
ラ 素 し レ 火 も を う の ^ 


一 ホ テル 松 泉 半 ろ ま ん 館 
熊本 県 天草 郡 松島 町 合 津 6215-21 

信 0969(56) 3000 

平日 1 泊 2 食 付き 13,000 円 一 、 

休 前 日 15.000 円 (税別 、 サ ービス 料 込 み ) 


一 松島 観光 ホテ ル 岬 亭 

熊本 県 天草 郡 松島 町 合 津 4710 

会 0969 (56) 1188 
http://www.DandL.co.jp/gold/misakitei/ 
平日 1 泊 2 食 付き 13.000 円 一 、 

休 前 日 15.000 円 一 (税別 、 サ ービス 料 込 み ) 

※ 駅 長 お すす め の 「 ゆ 」 に 宿泊 プラ ン が あり ます 。 
※ 駅 長 お すす め の [ ゆ 」 と の セッ ト で 、 イ ルカ ウォ 
ッ チ ング が 特別 割引 料金 (1 人 4,000 円 ) で 楽し め 
ます 。 


圏 ホ テル 竜宮 

熊本 県 天草 郡 松島 町 合 津 6136 

谷 0969(56) 3333 
http://www.DandL.co.jp/qold/ryugu/ 
平日 1 泊 2 食 付き 12.000 円 一 、 

休 前 日 14.000 円 ~ (税別 、 サ ービス 料 込 み ) 


較 写 真 は 1 泊 2 食 付き 20.000 円 の 夕食 例 。 これ 
名 物 の タコ ステ ー キ 登場 する 天草 牛 を 使っ た 


si 


- に 12 1TTTT す 


圏 ホ テル の すぐ 上 に 架かる 4 号 橋 と 松島 の 海 
が 見 渡せ る 、 開 放 的 な 紛 囲 気 の ハロ ビー ラウ ン シ 


較 4 タイ プ の 貸切 露天 風呂 と 、5/1 に オー プン し た ば か 
浴 が 楽し め る 。 入浴 の み 800 円 さっ ぱり と し た 湯上がり 


人 ーー 


1 寺 ーー で 


較 見 晴 ら し の よい 高台 に ある ホテ ル 客室 
は 和 ・ 洋 ・ 和 洋室 な ど を 取り そろ えて いる 。 


け は 町 巡 の お 姉さん に 
っ て も 5 う 。 腸 し 足 人 っ ひも を 
% 六 。 て . 体 に フッ ト さ せる 。 


(Hoow 問 汗 imtgy) 


本 の 選者 を 鉄 Z で や つり 21 
うま く 命 で き な い し 度 ク し いて と が …-。 


チ 生 剣道 坦 


中 央 の 赤丸 目 持 ト け て チ 生 急 ! を 
授 げ る 。 チ 誕 の スナ ッ 7 ま 利 か で る / 
の が うり だ 。 3 


す 夏 后 投 5 枚 200 円 。 


大 / 
じてん 7 リッチ 


れ 行 け / 採 際 際 


@ チャ レン ジ / 忍者 修行 (嬉野 ) 信 


関所 を く ぐ れ ば 、 あ っ と いう 間 に 江 戸 時 代 に タイ ム ス リ ッ 
プ 。 当時 の 町 並み を 再現 し た 肥前 夢 街道 で 忍者 修行 / 忍者 
こら か らく り に 挑戦 し た り 、 手 在 剣 投げ の 
特訓 を し た り …。 厳しい 修 行 を 乗り 越え て 、 立 派 な 一 人 前 
の 東 者 に な る の 寺 


lllustrated by Noriko Kamo 


例 DATA 金 

田 肥前 夢 街道 

入館 料 : 大 人 2.500 円 、 中 高生 1.500 円 、 
子ども 1.000 円 (園内 は フリ ー パ バス 制 度 ) 
開館 時 間 :9:00 一 17:00 

休園 日 : 7 月 1、2 日 

谷 0954 (43) 1990 


補 w 朋 で お 金 ま 両替 
小判 持て La 所 分 は 


エア の 人 。 


。 徒歩 10 分 の 公会 
堂前 バス 停 か ら 
JR バス 30 分 


エン 
ミミ NN K 
ーー | 


| 六 5 1 
テキ 9 


語 后 誤り 5! 』 


(武雄 温泉 バス 停 
下車 、 徒 歩 15 分 ) 


肥前 夢 街道 


肥前 夢 街道 の 入国 券 に 、 忍 者 貸 衣 有 裳 券 が つい た ペア チケ ッ ト を 2 名 様 に 、 
ト の ホー ムペ ー ジ で 紹介 し て いま す 。 詳 し く は 28 ペ ー ジ を ご 覧 く だ さい 。 


急 

武 

R バ ス 20 分 アン 9 02 学 

J ーー 嬉 
で ーー 野 

(公会 党 前 バス 人 直 (枯木 塔 バ ス 策 
下車 、 徒 歩 10 分 ) 計 江 3 停 下 車 すぐ ) ー 
JR 佐世保 線 | 

剖 洲 園 ・ 陽 光 美術 館 武雄 温泉 駅 


手裏剣 (2 枚 組 ) を 2 名 様 に プレ ゼン ト し ます 。 ま た 、 この コー ナー の 情報 を イン ター ネッ 14 


15 


周 辺 ガイド 


、 
ご 1 


\ い ご SN 
1 


較 武 雄 楼 門 

武雄 温泉 の 入口 に ある 、 ま る で 竜宮 城 の よう な 朱 塗 り の 
楼門 。 大 正 3 年 に 建て られ た も の で 、 釘 を 一 本 も 使用 し 
て いな い 珍 し い 建 物 だ 。 そ の 奥 に は 、 殿 様 湯 や 元 湯 な ど 
浴場 が ある 。 佐 賀 県 の 重要 文化 財 。 


田 武 雄 温泉 ・ 眉 様 湯 

江戸 時 代 中 期 に 造ら れ た 鎮 主 鍋島 氏 の 専用 風呂 で 、 浴 槽 
に は すべ て 大 理 石 が 使わ れ て いる 。 か の シー ボル ト も 入 
っ た こと が ある そう だ 。 利 用 料 : 1 時 間 3.800 円 
9:00 一 22:00 無休 会 0954(23)2001 


還 汰 Yapme 


上 夫 島 落 の 城跡 に 造ら れ た 3 万 坪 の 日 本 庭園 。 陽 光 美 


術 館 に は 世界 三宝 の 一 つ 、 芋 憧 が 展示 され て いる 。 
入場 料 : 一 般 1,500 円 、 学 生 1.200 円 、 小 中 学生 無料 
9:00 一 17:00 無休 合 0954(22) 2200 


画 武 雄 の 散策 に は 「 武 雄 温 泉 散歩 道 き っ ぷ 」 を ご 利用 く 


だ さい 。 武雄 温泉 まで の 往復 JR 券 (乗車 券 十 自 由 席 特 
急 券 ) と 陽光 美術 館 入場 券 、 元 湯 入浴 券 が セッ ト に な っ 
て いま す 。 (有効 期間 1 日 ) 観光 名 所 も 温泉 も 存 分 に 楽 
し め る と っ て も お トク な きっ ぷ で す 。 


す 信 
は 、。 
纏 すき ん 
佑 。 て | )) 晴 中 を か ぶる 。 左 破 こ 
2 階 へ 。 幸 し た 希 & し っ か り 計 に 
北 s 六 た だ 5 完成 だ 。 


分 肌 の 和 約 や じん て ん 返し の 道 … 
摩 殺 時 換 ら ちか 5 くり の 圭 も 
体 除 。 昌 し て 見 磁 選 る か 7 


伊 電 † 写 人 


選者 の 店 " 属 肛 .」 で て 人 本 験 a 
記 例 に 手 夏 腕 を 購入 。 
630 円 か 5。 


坊 負 


は が く 忠 汰 場 屋敷 


本 格 釣 が 知 者 > ュ -」 が 示 し ある 。 
中 わあ 住 持 ト けけ に ドキ ドキ 。 


有 か 江 。 六 は 間 は て "まめ ぬ 。 
お 昼 は : : エ 時 ( べ の 放 民 の 偽 事 を 再現 
し た 家屋 街 騰 1.000 四 "で 腹 の し ら え 。 


JR 佐世保 線 
武雄 温泉 駅 


_ 創業 106 年 の 礎 
次 代 に 受け 継ぐ 由 矯 ある ホテ ル 


万 松 楼 [長崎 県 佐世保 市 】 


計 湯 並 ど リ 志 振 避 泊 証人 衣 
Ws YU 性 選 四 隊 脱 正 ) 
つ レ ポン 交 臣 つや 己 震 忠 首 
NG 揚 装 足 生地 全 け 細い ぐ 
人 | 民 記 朴 1 科 ” 宮 湯 滞 和 く 足 
玉 ) ろ 心 全 届 條 レー つら 
G 立 下 9 応 連 り SG" 
害 部 " 押 つ ろ 総 茶会 埋 ン kJ6 
| 表 S 幅 惑 補 和 つじ 立 祥 胡 信 り 
で | 選 財 十 地 や G 泡 2G 只 っ ) 


つじ しり %WJAO レ ス お 宮 所 送 明 り 

| 突 邊 」 つろ 心 記 会 ひら 
3 密生 還 時 IJA)* 李 処 政 突 GS 
躍り も | 極 丸 尽 密 抑 了 ・ 串 


杉 往 六 公 vG 冶 聞 G 秀 査 


つつ) 穀 可 つの も お っ) ろ mT 


悪 漂 釘 敬 G 表 訟 叶 設 JJ 
の 窟 ” 邊 日 用 間 ' 剛 谷 十 コ 
で 円 二 82J" 戸 称 安 押 生 *O 
や ツン とら 押 記 で OU 弧 人 0 で し 
8 垢 避 人 SN@ 志 し ShG* 

肢 聞 G 拉 査 人 いつ の っ JJ)p) 下 


眉 如 導 接 和 つじ 守 つが % 民 ダ 
親 尽 G 提 球 や " 谷 人 4 り 皿 
HG 選 志 呪 H 維 し 選び 


四 還 ぐ 記 栓 め ー 性 向 愉 和室 己 二 


JJ ろ 璧 " 臨 音 " 親 並 G 眉 京 選 
net@Q3 競 店 十 半 い の Ga 
区 暖 飲 お 


む で 2Jp Sp の じ S つ 6 
長政 時 玩 引地 員 お 
業 全 ビス) [認め も せ 堅 
は に PS を 、 を で や で et で 1 
ーー リロ つろ 表 つ じ 統 < 
宮 し ベ ャ ーー の め ツ さ つ し や 
人 S 選 や 人 S 季 抽 り 授 生 * 
で 緒 間 人 968 二 し " 居 ン ロリ 
0 た 0 ルート … セ 1 
\ 邊 半 蘭 吊 Ga 尽 瓦 で 

圏 抽 SN@ 表 中 きき 人 拓 たり 1 析 ン 会 
QG 室 正 抗 めく / 胡 時 移 話 
りり 聞 料 咲 人 る 上 宇 抱 つ お 旭 岬 峰 
龍 Gm 肝 く KU 慰 時 「 選 記 装 」 
ウス う スン いい p6<K⑳ 全 で で AG" 


雌 天上 ユ 由 


NS ご お 


Ne 


mn つべ て Y 例 届 | 2J ト JJ6 心 の 
ト J ト J 和 公 競 全 つ ン 昭 る 婦 く ]) 
っ 心地 和室 二 全 KO 6 選 過 境 忠 世 
だ し や 記 定 4K 共 - つ つじ S 総 叫 会 
不 愚 電マ 酸 H1 III 詞 で 


人 を c15131 こ 4 Pe 
いて べつ の へ AG 

[KNG 呈 避 る 表 中 さき で 
玉 1) 穫 の で ちや か 人 県 
So 摘 償 県 訟 で NG は っ)309 く と 0 


= UN に 


を 
大 
切 
に 
に / 
ら 
お 
竹 
要 


引 
SQ ン OQ ろ も っ お 知生 ho 杏 記 


も と 


いさ いり: こま に 3 こん た こつ 
CE 

定 甘 尋 G リード K3 普 語っ ) め や 
けり 仙 記 や hG” 和泊 り 世 こめ で ポ 
選 り h0 人 むし 8 マン ベ ヤ で 骨 
に 導い よい NISN'D ピ 
忌 計 ネーJKaJ 和 hG「 康 守 疲 」 
し や "る ふつ や ひい 繊 写 普 革 交 半 
信 し Sh 

求 太 下 む HK トロ へ 寺 
所 民 G 祝 つ うろ 問 忠 全 具 つつ 
「 図 G 聞 和 トミ ーー 人 ト て リト ゴゾ 
mー ロ 人 胃 GN さ 江 人 へ へ を 
さ ベ ーー は J ト J 訂 時 し 案 
SAJ リ けけ K で ーー ミー くく 3⑬ 素 


MESk 0 が に On そ SFuccv 


NGQ 層 忠 りり れ で あやし 証 調 届 ) き 
トー つ 83) る 愉 は J 仙 4 で G 
短 出 * 窯 閣 如 革 の 表 つ 月 へ 


ドー 
am 〇 の 
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仕事 も 遊び も 
高密 度 な 人 の た め ( 


手帳 に は スケ ジュ ー ル が びっ し り . 大 事 な 会議 ! 


to の 〇 せま ・ の の の 外 


( 愉 銘 記 志 財 和 ) 


コ 
一 ュ 


さる 秀 国 居 倒 下さ G 克 物 
の の 和 Se" 4 ト 失 6 移 全 wesG 也 
前 両 叶 2J 介 ox 中 掲 委 5 

1 9464046 如 帝 環 届 個 避 ソ へ ゃ o 
So" 共 記 り 『 民 記 肥 ] G 関 表 
9 局 二 有 思 スレ スン 信和" ト ) 
GS 下 全局 里 やめ 5 の 吐 据 や 所 
こく レス ント J2Ja9「 斉 SQ ] 尼 
つ 全 心 緩 "ウス な 


較 一 一 一 ロ 一 ロニ 公 Q 記 で 俸 や で 散 到 し 
ャ ハ 小 スト 所 入社 選 さ 江 人 へ キミ に 
ャ ーー” 店 束 店 上 皿 GiJ 胃 ” 三 誕 田 政 
浪 め jJ で 和夫 叶 レン い 選 只 で 丸め ) 只 坦 N" 
較 ペ ーー 内 宗 衝 G 田 表 は WS で に と 諾 、 貼 
ホー トロ つぶ 環 編 慰 畑 人 G 仙 0 の ロ n 
で to” ロリー リロ 編 , の で 丸久 固 世 杉 拉 G 応 基 " 
圏 の ーー 一 想 I@ っ 中 未 到 護 さ 相 シ 邊 環 wG 
中 個 " 」JG ふ yhS 剤 役 し じゅ 缶 電 ご” 控 眉 
9 店! JJ)D レ ONe“" 

圏 さ ー-ー 換 下 Q つ ン 電 G 吾 交 る で 祥 で さり 展 
さく で で や 人 共 避 電 時 ( 一 束 四 だ 所 ーー の (らら 
ら 外 G ふ 答 尺 )” 心 直せ 証 倫 " 六 幅 " 必 朱 宗 
悦 Go 瑞 殿 人 Q 広 区 避 つじ 映 )J)S し 
WONG“ 


較 た トミ に 宏 
路 次 貴幸 境 嘱 選定 叉 挟 p-S 


Go っ の po(mmo) らら ー ト ー 
ー 近 直志 一 の (つら ら 臣 一 
@ つ r 央 者 叶 器 財 者 喉 夫 人 の 何 じ ゅ お 


等 で お 求め 下さ い 。 


ば こ 産 業 株 式 会 社 


販 売 に フイ フィ ックス 


JP 


アボ ギ イ ント メン ト . 机 の 上 に は 書類 の 山 . それで も 
駅 売店 <・ た ば こ 販売 店 < コン ビ 


| 忘れ た く な い プ ライ ベー ト タ イ ム . メリ ハリ と バランス. 
| 集中 力 で こなせ ば 、 ハ ー ド な 一 日 も 充実 の 一 日 に な る . | 
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較 ハ ン ナ ・ リ デル (1855 年 一 1932 年 ) [ 右 ] と エダ ・ ハ ン ナ ・ ラ イト (1870 年 1950 年 )[ 左 。 


Copy by Hiromi Nakamura' 


皿 財 丘 六 性 を いじ 0 上 衝 較 べ K 粗 "1 くき こく へ や へ 低 附 軍 半 括 BNG 則 昌史 頑 お で 


4 9 テー デ 1 寺 ー 束 用 | 
1 


LtL | = 
87 = 
6 LM 評 
ーー 

』 | 


りさ チ 『 
kc 各 ト wa 1 
き っ いす 
を い SM i 垢 が に 
| mi 
\ 3 入 、 こく 
際 い イエ l 
と キ 
E . 湖 
7 ま 


SMDS 作 CSCN-- い C ゃ く へ や へ 者 扱 つ し 握 所 G 陸 必 型 。 回 手 し 全球 震 革 家 " 宮 卓 選 く へ ト で て 
り 国 秩 迷 で 8 粒 守 初 会 現 YOJARm4JAQQ 地 地 器 ご つり 年 思 くだ 
民 mN 1 漂 代 ざこ いや 槍 鹿 観 全 ン い いで 福 で や で 政光 還 へ つり 年 帳 く 公 
避 放 しょ ゃ て AT HOS。 の る me460 06MO85 写り pp 叶 人 9 お 人 
号 接 十 帳 JA" 利 回 「 府 午 G 拉 習 | で で 8 苦 障 で 直志 枢 銘 G 表 上 の つじ 
Ji9 宜 性 忠 4JYP「 研 民 り p 則 選 。 wa ーー を 


こい bu 


M 


/ 


員 


撮影 され た も 
め 
りら 


隊 G 邊 お や 公 め 知生 ho 


(人 で 政 3 完 ろ 罰 SS 
) 


| 


ーー 
* 王 


あ 


UTU ャ 
ーー s な riM 1 
に キミ 代 N」 1 * 


1 
睦 ル れ 


ン 交 共 記 会 人 年 四 G 衝 下北 導 念 到 介 


の 場 


コー 礁 た 浦 ハ 所 ア が 
セ 可 
軸 
所 
し 
い 
本 
炒 
は 
多 
く 


圏 リデル が 初め て ハン セン 病 患 者 を 見 た 本 妙 


電 へ 型 筐 会 枯 が いび ウ 向 5 

還 | ご | 時 ( 室 誤 | | 十 還 時 )" 避 尾 ロ く 幅 写 公 穴 と ン 壁 作り "っ 人 トミ 
宰 員 つつ"NG 選 着 計 的 く へ や へ 拒 聖 福 二 や 如 還 前 材 和 9 の NG 下 吉 や 
5 手 や や マキ ベス 表 粗く ヘ ホ ・ つ 1 さき 人 写 如 き 民 着 豆 友 龍 遇 い vpS 和 OR 


内 


7 


m8/ 親 上 G 将 例 北 G 還 中 せり 必 人 

「 手 G 居 計り 印 下 p 握 くし 湊 
SG 所 伝 信 軸 り 守 ろ し 男 *e"… 乱 SF 
36 忌 軍 倒 人 SNQ 全 東生 36 で 
所 G 豆 る 弟 下 計 羽 茎 7 取 "ポト h 
きま G 苗 抹 べ 寂 十 べり マソ 舞 論 宣言 り 
秋 % い いじ 四 つい" 窒 当 密 Gw" 距 G 
移 Qt の 人 で 川 交 人 Jp 玉 マン 因 堆 
SSUyp 聞 篤 聞 y ン NGA) 和 やつ も の 守 葵 
し ww で べく 篤 所 OS で SANT 


1]S*” 宜 攻 せ / 球 細 県 
へ や へ 北 混 械 ぐ 革 や 書く ぐり J 詞 列 つ 


ハバ 業 則 誠 な 虹 。 ン 、、 ジ 
宏 


計っ ーー 


zz 


まさ バ 本 


ーー 
ピ ・ 凍 
ク L」 
か で 
ロ 
い 
* 『。 1 
T 
1 ー 
『 PP で 
ea 
6 人 ー 


必 


氏 球 し 抱 Re る NAK 和 
半 肢 血 電 所 おく 醸 り て へ を もら 久 滋 科 
ジ ぐ 表 っ 組 や や 倒さ もせ" 映っ 
っ) 明る 称 選 や 

] 十 G 居 菩 中 ※ く し と つ 
京 早 コ つ いり | | 集 交 羽 sekQ 由 皿 全 選 く お" 


+6 


4 月 3 日 の ペー ジ に は 、 初 め て ハン セン 病 患者 寺 の 石段 。 写真 は ほぼ 同時 期 【 


圏 リデル の 書き 込み が ある 折 待 書 「 日 々 の 光 」。 
を 見 た 驚き と 決意 と が 記さ れ て いる 。 


個 癌 時 つつ し 問 失神 志 つ お 8 会 
倒 由 地 (軍人 並 導 填 ) 記 申 


い 
ーー 
本 Q4 り 揚 昌 皇 地 お 並 G 所 近 天 寄 


字 ト JG 悪 普 全 トミ きく へ や へ 肖 悪 


忌 議 昌吉 己 起 二 つや おる) 記 の レス お" 宗 


女 


ビ ロ 
に た ミキ 


病 て 弄 設立 当時 の 回 春 病院 。 施 設 内 は 車椅子 の た め の ス ロー プ な ど 、 バ リア フリ ー の 先駆 的 な 試み が み ら れ る 。 ( 富 重 写真 所 蔵 ) 


NE ぐ 泉 活 く 玩 羊 9 和 KONJAJ り ye < ロ 7 る 届 証 お 惑 府 く GS り 休 玉 p7 
人 田 活 詞 員 禅 さ く へ や へ 演 人 
に | " NE | SRO 時 十 | 中 十 還 m" 挫 又 容 1 へ 
抽 い 引 鹿 旭 世 く へ や へ 吾 國 疾 り KO 症 : AI anBe 4 ホコ 3 紀 
の 編隊 つ お ぐ 倒 下 本 GS 慌 詞 四 壮 S び ”。 室 箇 ぐ 王 じゃ 詳 で で お "人 トミ 会 室 人 性 くり 王 会 ひ お 9 く ヘ 本 ・ 稚 さき No 
| | もめ キ ベー 客 図 を SG 得 蝶 パ 人 So が 6 つ 。 麗 OS 員 表 [こく て れ かさ SnG1 G 上 川 寺 四 息 * 素 是 昌 や hbO ン で 
| ツ 坪 藤 昌 人 ツ っ 革 巡 駅 電 出 旭 量 人 品 六 38 電 0 レス セー] 7 折 斑 信和 9G 肌 っ 7 弟 そ り つ AvS 炊 人 Q 


R つい 軍記 有 り か 人 S 中 民 ? 組 0 朋 いじ ス xo* ECS 
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圏 リ デル 、 ラ イト が 愛用 し た 装身具 や 遺品 。 旅 行 カ バン は ライ ト が 


国外 追放 に な っ た 時 も 使わ れ た 
カル 多 ギ は 望 院 敷 ス り わ 仙 は 
者 は 額 リ いし の 叶 病 地 。 ま IE 雪 宮 基 
た 本 の ス ぇ か 復 英 院 は 国 本 ず ふ し 活 全 教 ン 
ち 領 借 か な し 活 語 名 五 の 憎 末 数 て 動 の 師 ヤ 
を を 金 ら か 尊 て で は 高知 陰 騙 カ 林 を 生 と 5 
回 発 を つう 院 と コリ に 人 人 交 和 き 月 始 徒 し 写 
| り 揮 抱 送 た 著名 ぼ デ 近 の 病 %* 学 あめ を て 針 
を すえ ぇ 並 口 和 付 所 ん ル い 援 院 着信 式 た を 熊 表 
文 う えさ 日 営 き は の 立 建 昔 デ で た ち 空 
# る る 滞 路 は : @ 人 田 : 婦 sw へ ル の に 本 7 
還 を 直 - り 戦 決 れ 3 計 : 山 1 立た に の 運 身 に 興 
: 近 取 談 の へ 争 し た に 出 共 > 葬 行 命 語 う 院 
Cee 判 久 、 の so 上 麓 財 資 時 動 の を て の 
中 付 で 地 た 量 亡 り が が 金 救 は 出 教 き ョ 
まけ 人 各 - 円 ろ る 風 ざー 選 あ は 護 早 会 し 隊 し 4 
| た 界 い と に 満 8 回 ば ぱ ば ょ イ 院 か い な り リ 立 
の 和 Q り 旨 其 帆 三春 入手 を っ か が ま 「『 の の 
l だ 有 デ う オ と 病 た 代り 作 た らち か ル 


中 スス 配 ク な 気 園 ん リ 英 療 病 や 府 回 が 東 が 限 
きる 放ち ヘル 国 多 と ス ま し 二 表 ) 革 
いい を 愚 ス を ? 病 し 遇 の ) 7 9 Pa の ヽ 財 0 ル 洗 
楽 者 に 和信 清 江 ん 池 墓 財 訪 いせ を 分 革 に 沢 
た BS り 3 が を 者 暮 財 め を た さめ 2 洛 協 り 、 
062 し た は デ ※ 谷 だ た に 。 夫 0 や 者 の 父 呈 栄 
本 た AN 覆い の る さそ 台 防 動 符 次 会 
Ne 庭 日 一 何 適 修 院 の 昭 革 し 訓 を 約 当 
0 NN 0 。 へー を 々 人 よ な 道 内 A が 6 后 旨 東 代 
も 754 條 計る 8 折 す まう ka 
バ 1 ij : ゞ 2 だ. 伯 
チム レ 切 や よ 英 5 任 始 リ < な あみ 7 の 
昌 ス ン し まな 団 ら 印 た ルン 年 た っ 上 
7 PR E * 2 な は 
を ポト た 庭 却 の と 7 の セ え め 日 た 
た ほ 涯 婦 を 月 に 病 伯 詳 研 恵 て 当 敷 
1 ちっ 事 人 も リ 三 最 院 母 り ラ 有 究 楓 3: い 時 地 リ り 
イイ た 3 る 内 る 
_ 較 選 も 者 り 者 才 / 生 立 助 ス ト 献 園 評 上 島 に は 
みみ の 明 > し きど を 間 傘 の は 9 ハバ ^、 長 中 の 碧 層 
込 い け に た ィ や は 8 有 ろ 如 リ 2 が ーー 四 医 
か 億 て 時 り = 再生 た デ た し は 生 の 革 
条 で い 厚 了 デ 上 和 を 全 和 の め み ル て 令 導 加 
も の 生生 友 の ち と 拉 いや 丘 半 第 
に の か 周 RI1 は 内 御 - 才 だ | POW 4 ご 国 MA 研 
還 明 洛 39 征 (1906 年) 革 紛 賞 を 受け た 時 の リデル 。 来 日 以来 5 > 前 た 岡 京 婦 に 必 心 うし ン を て と 立 崎 各 究 
年 目 の 栄 準 だ っ た 。 (写真 上 ) と 、 か や ょ を 人 他 昭 し た ナ - ナ 逐 プ 療 條 EX に 
国内 で 過ごす 患者 た ち (大 正 年 間 )。 当 時 病院 に は テニ スチ ー ム *) リラ な 党 本 利 た や の 病 養 記 立 も 
な ども あっ た 。 リデル ご 自慢 の 日時 計 が 右端 に 見 える 。( 写 真中 内 ) て 周 イ 体 的 人 富 上 か は ラ け の 所 る を そ 着 
右 春 病院 内 の ハン セン 病 研究 所 。 左端 が 五 高 時 代 の 宮崎 松 記 。 ぃ ヽ 閉 ト 国 格 な ぇ 年 の ィ 半 8 n 拉 誤 手 
リデル 、 ラ イト の 薫陶 を 受け た 宮崎 は 、 後 に イン ド で の 救済 活 た の は し と 個々 ター 回 ト ぐ で 療 第 お に し 
動 に も 取り 組む 。 (写真 下 ) 5 人 交 足 性 に 清 谷 が と ] 寺 よう は た 


文献 

「 ハ ン py リデル ー ハ ン セ ン 病 救済 に 捧げ た 一 生 』 
ジュ リア ・ ボ イド 著 ( 日 本 経済 新聞 社 ) 

「 日 本 の 土 に リデル 、 ラ イト 両 女史 の 生涯 」 
澤 正 雄 著 ( キ リス ト 新 上 『 社 ) 

「 愛 と 奉仕 の 日 々 ー リ デル ・ ラ イト の 足跡 ] 
リデル ・ ラ イト 両 女史 顕 影 会 

『 ユ ー カ リ の 実る を 待ち て 」 
リデル ・ ラ イト 記念 考 人 ホー ム 

「 ラ フカ ディ オ ・ ハ ー ン の 耳 』 
西成 彦 著 St 革 店 ) 
較 監 修 / 藤 本 桂 史 ( リ デル 、 ラ イト 両 女史 記念 館 館 長 ) 
画 写 真 協力 / 富 重 写 真 所 


圏 大 正 7 年 建造 の 研究 所 は 、 現 在 「 リデル 、 ラ イ 
ト 両 女史 記念 館 」 と し て 一 般 に 公開 され て いる 。 
熊本 市 黒髪 5-23-1 谷 096(345) 6986。 入 館 無 
料 。9:30 一 16:30。 月 曜 休館 (祝日 の 場合 は 翌日 )。 


上 熊本 駅 か ら 車 で 10 分 。 
だ 、 科 WM が れ し 共 事 に ち と 1 DI 6 
"れき っ た い 日 そ が も て 昭 や し ` 急 な 部 ラ 條 
を な ご 車 旭 収 に し 入 環 め 和 が だ た ソ 者 ん 屋 1 
が な が 寺谷 記 こ 5 0 愛 * ス > て 症 だ 邊 
ち 蔽 = め 重 8 史 炉 昭 A ミ EE スス Se た 度 は 
Sa ん M いち 。 が 3 ち 人 訪 0 
は す 電 。 * へ 院 和 ス 研 四 代 。 ミ レレ を し # 9 
を 林 2 な “の パー 計 還 バ 大 あ と デフ 橋 
貞 る | m ご と は 十 れ 人 あう 
美 よ うさ し を 向 閉 夫 オル 込 の 日 の 呼 輸 る 方 手 も 還 
衣 り *、 9 か 鎖 年 人 容 訪 音 本 花 ん の 党 去 を 滞 昌 
を に クー 隆 共 うに = 舞う 高 は に だ バ 者 ろ 触 憂 
肉 持 に こ に 芝 ト 追 則 で や こく 圭 も ヨ 、" ラ は ぅ うれ 者 
ぃ いじ レ め さ を ラ La 捜 病人 省 、 一 計 て の 
放 赴 京 ん % 記 ッッ ル < 竣 院 ラ へ 宣 > ョ まそ ま 
第 多 カ ロレ ぇ へ ee 』 本 
け 98 みさ 225 本 2 ま コ を 内 イイ に 半 き 夫 まし 計 
ま 出 つ さ イ し に れ リ 受 に ト 転 が ト 花 を 析 愚 
し 計 和 いい ト 区 乗 ァ プリ 全 の が MM を に 登 者 
た ま れ さ い せ ル ナ 調 居 り れ 生 見 か た の と 
ー し と ん を ョ 2 る ら 新 の > 刑 閉 沙 る を 々 t7 代 ゃ らち 
1 グ ト 陸 は 院 こ 較 れ メ た 府 い う 
私 大 gmo の 和 才 らし の こり 二 る そこ は だ りー 
ー の 見 が こ 当 部 は デ 人 還 も 7 和 6 
し 人 人 あみ ナ 事 遅 史 時 地 昭 ル 。 戦 し た イル め 
12 は 0 り 楼 より ま に オ の の 7 2 SAN 
> 信和 を 2 せま 針 六 ト 側 回 問 ら 昭 モ ン 
の ) 仲 ソル 眺 で 過 だ つら 年 両 ラ 春 ワ L 税 邊 (ー セ 
非 の 病 め す 中 2 ル マ 婦 に 病 は 受 十 始 y 
劇 力 教 を な ぶよ い 閉 史 今生 陸生 さき 人 の ま 対 
> に 法 グ ダグ 語 女 り る 俣 ぶ % に る 年 り 愚 
だ が 包 5 : ま 肌 訪 も の ) た 串 ヽ 有 
< 館 5、 性 4。 緑 き 念 了 歴 う 宅 月 そ と を 
り れ 2 ce 見 Hm いた を 店 康 9 
閥 、 先 * 5 が は 韻 四 訪 まま 科 用 と 穫 2A31 
ぇ 国 駆 ラ 窓 桜 け 春 れ う E いき と 
た 境 者 の の さ 病 た ら うつ 政 継 い 
3 れ 態 い 帰 ト ラー ラー 回 。 う つう だ 支 は 
た 私 全て 間 還 生 2e) と 語 に を を 人 な で 
-。 公 で ご て 記 ! 送 本 ト ら 困 才 まい 入 研 向陽 9 り 
変 の モ 苦 そ き 戦 ス ん に は ` の 桂 咲 が は つと デ 半 還 還 半 陸 寺野 
キー に 難 と た 俊 ト で 帰 い ト * 更 き 終 て 月 ル 壮 還 旨 計 半 叶 見 陽 訂 
せ 生 は の て 時 ニラ 持っ つつ ゲラ 和 争 ま ゎ も た き の は 関 還 還 較 旨 半 | 目下 本 ーー ルー の だ 
ーー 『 も る が 上 人 TTTT 
な は と 生生 ょ のち ら が 拓 長 すず 穫 だ 吊 馬 較 一 5 1 守 | || 二 
生 神 う 涯 すす せ ア 記 く 思 な ト よ ば 癌 こう 5 間 打 還 還 MM 較 委 |) 人 記 中 昌 間 山 | 
涯 様 記 を 人 人 < 和 栄 心 つ る 者 い の 條 いか に 識 に 5 
で の さ 立 名 に す 国 た 時 の で パ 全 黄 に 営 異 ぅ 
ま お れ じ 月 臣 に ト の る に し 半ば げ 色 ほ に な イ こ 和 5 さ っ 
た ! 富 で : ヲ 信 + 放 場 で - と よさ ぶ る い は 大 ト 明治 3 年 (1900 年 ) の エダ ・ ハ ン ナ ・ ラ イト .、 半 組 で 使 し げ な 風 。 
ー ん いい Wo 人 生 可 放 し ド Il を 揺 先 2 た で 間 は 情 は 伯母 の リデル と 対 賠 的 。 ( 冨 重 写真 所 蔵 ) (写真 上 ) 
に た 最 ふ 感 だ た さ ょ ゲ 考 7 上 想 リー る ん る 必 月 置 昭和 23 年 (1948 年 ) 、 再 び 熊 本 に 帰っ て きた ライ ト 。 左 の 出 迎 
に に れ 人 え は る 双 ーー えて いる 人 物 は 宮崎 松 記 氏 。 ラ イト は この 時 すでに 78 歳 に な っ 
Se Ke dk て い プ ! ゝ へ ヽ \ 2 先 。。 て いた 。( 写 真中 ) 
'e 寺 ど ラ 元 ラ いい いま が る 並 揮 - 画 回 春 病院 跡地 の 小高 い 丘 に 建つ 納骨 堂 。 患 者 た ちと 共に リ デ 
【 5 生生 で 9 f パ た に だ  。 い " ん し 人 ル と ライ ト も ここ に 眠っ て いる 。 (写真 下 ) 
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K 電 WS てら 宮 副 。 業 過 
上 4 と KW お 本 G@eG 
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CN 


の SS、 九州 の 味覚 と 温泉 満載 特級 の 特急 で 行く 
SMS3S8 駅 長 お すす め の 「 一 日 」 


| 3 画 期 間 ノ 平成 10 年 8 月 31 日 まで 高 ン 選 れ くれ 四 て 情 
| 和香 理 放電 | 軒 お 申し 込み 大 人 2 名 様 以上 い ホ グ 球 和 る 海 軸 > 稲 
= ーー デ ※ 添 乗員 は 同行 いた し ませ ん 。 び コ ( こ を 華 陸 9 の 償 
駅 長 お すす め の 「 一 日 ] は 』 特 島 列 素 と 。。- 各 り の ジョイ ロード 生 和 駅 の 作 行 セン ター ペ チ 皿 コ は 人 の チ ち が 思 
お いし い 昼 食 が セッ ト に な っ た 、 と っ つて お た ず ね くだ さい 。 es 4 う 4 定 0. 老 し Y か に 謙 
も お トク な 日 帰り の 旅 で す 。 が ラグ 時 飲 ? 2 二 人 舗 。 て ね ら な 
人 気 の 宿 ギレ スト ラン で 自慢 の 料理 に すっ この 上 茶 *{ の は あ 人 こ ン 食 魅 ラ 
舌鼓 を 打っ て 、 温 泉 に つか っ た り 、 町 を ee も ほ る が れ 発 童 カ ン 
散策 し た り … ES ) 次 か 評 ^ と こま 祥 ここ だ ス 
陳 - だ NN 9 2 介 で も セー 
の ん びり 、 ゆ っ た り し た く な っ た ら 、 気 の < ~ まや と 人 の 回 店 に も 調 
合う 仲間 と 駅 長 お すす め の | 一 日 ] で お w 寺 衣 。 朋 穫 チ ウ を も 知 計 
1 か け く だ さい 。 本 の の ゃ ャ 特 訪 多 ら 乙 し 
を の だ 崎 浦 さ つえ ぇ 前 
王 楽 列 ま び 天 ら こ 文 る に 
門司 港 し 車 声 い 主 に の 名 本 
明治 叶 代 か ら 貿易 港 と し て 発展 し て き で 時 どろ 半生 は < 的 
た 門司 港 。 往 時 を し の ば せる 洋館 が 残 い 間 こ が ゃ を グ 大 な グ 
り 、 レ トロ な 雰 囲 気 の 漂う 街 で す 。 まま うろ 足 行 続 え 満 中 < 
う で は いう は け パ 中 芋 
pj に eo 尽 た で ちろ 上 T の 
伯 愛 庵 : 倫 き いみ 計 国 二 味 うら 
風情 ある 6 つの 庵 が 山麓 に 静か に た た つ PS よ 画 骨 ミ ヶ い 
ず む 料亭 で 、 極 上 の ひと と き が 過ごせ 長 帰 と ビ ど た 入 1 
ます 。 料 理 は 、 四 季 折 々 の 素材 を 使っ た 電電 人 と 


会 席料 理 | 勿 忘 草 の 膳 」 を 堪能 し て くだ 
さ 【 3。 


圏 お も な 駅 か ら の 旅行 代金 (大 人 1 名 ) 


旅行 代金 | 発 駅 | 旅行 代金 
博 多 | 6.700 円 | 久留 米 | 8.700 円 


| 佐 賀 | 9500 円 | 大 分 | 990o 円 


町 の いた る 所 に 温泉 が わき 、 美 術 館 や ギ 


ャ ラリ ー も る 数 多く 点 在 する 全国 で も 人 


ゆふいん 山水 館 
由布 岳 を 仰ぎ 見 る 庭園 露天 風呂 で 、 の 
ん びり くつ ろ い だ 後 は 、「 木綿 郷 」 で 豊 
後生 な ど 地 元 の 旬 の 素材 を 使っ た 「 ミ 
ックス 由布 涯 焼 | を お 楽し みく だ さい 。 
地ビール も 1 杯 付い て きま す 。 

田 お も な 駅 か ら の 旅行 代金 (大 人 1 名 ) 


発 駅 | | 発 駅 | 旅行 代金 
| 博 多 | 9.900 円 佐 賀 | 10.900 円 
| 小倉 | 12900 円 | 長 崎 | 12.700 円 


ジョイ ロー ド の 旅 の ご 予約 、 お 問い 合わ せ は 
ジョ イロ ー ド 旅 の 予約 セン ター 谷 092(482) 1489 月 - 金 9:30<18:00 
※ 詳 し い 旅行 条件 は 、 専 用 パン フレ ッ ト で ご 確認 くだ さい 。 
主催 九州 旅客 鉄道 株 式 会 社 ( 社 ) 日 本 旅行 業 協会 会 員 運輸 大 臣 登録 旅行 業 第 965 号 
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JR IOPICS 
NN グッ ハン 
さら に お トク に な っ た 割引 きっ ぷ で 、 行 こう / て ン 7」 


テー マ バ パー ク 割 引き っ 


6 月 1 日 より お ね だ ん 下がっ て 、 う れ し さ アッ プ / 行く な ら ダ ン ゼ ン 、 こ の きっ ぶ 


TR 券 と テー マ パ ー ク の 入場 券 
を セッ ト し た 割引 きっ ぷ が 、 い 
っ そう お 安く な り ま し た 。 


門司 港 、 若 松 発 が 新 登場 / 
スペ ー ス ワー ルド 割引 きっ ぷ 


_※ ス ペー スキ ャ ンプ 体験 を 除く 
圏 お も 2 。 


門司 港 | 4.700 円 | 4 op 

1 博多 | seoo 円 | 500o 由 | 

※※ 上 記 以 外 の 設定 駅 や 小学 生 の 設定 も あり ま 
す 。 詳 し く は 最寄り の 駅 で お た ず ね くだ さい 。 


較 有 効 期間 
2 日 間 ( 大 分 ・ 熊 本 発 は 4 日 間 ) 


便利 で お トク な 駅 レン タカ ー - 全国 の 駅 で OK/ 利用 当日 で も OK/ 料金 も お トク リー 


形 全 国 の 駅 の みどり の 窓口 、 
ジョ イロ ー ド 支店 で 予約 OK 
JR の 駅 レン タカ ー は 、 と っ て も 
便利 。TR 九州 の 120 の 駅 、28 の 
ジョ イロ ー ド 支店 、20 の 駅 の 旅 
行 セ ンタ ー か ら 、 九 州 内 は も ち 
ろ ん 全 国 の 駅 レン タカ ー が その 
場 で 予約 で きま す 。 

@ こ 利用 当日 の 予約 ・ 発 売 OK 


go 


全 ア トラ スタ ワー 


この 春 公開 の 「 エ イリ アン パ 
ニッ ク 」| を は じ め 、 梅雨 空 を 
吹き 飛ば げす スー パー アト ラク 
ショ ン が いっ ぱい !/ 


JR の 駅 レン タカ ー が シス テム 
アッ プ 。 ご 利用 当日 で も る 手続き 
スム ー ズ 。 即時 予約 ・ 発 売 で き 
る よう に な り ま し た 。 

鎧 「 レ ー ル & レ ンタ カー」 で 、 
さら に お トク に 

駅 レン タカ ー と ]TR を セッ ト で 利 
用 する と 、 同 乗 者 全員 の JR 運 
賃 が 2 割引 に 、 料 金 (特急 料金 


本 昌志 


上 お も な 恥 か ら の お ね だ 2 
 | 大 人 | 中 高生 小学生 用 
邊 ココ ゴー 

円 特 間 指定 硬 


6.300 円 15.300 円 8.560 
大 分 h4.500 央 13.500 円 7.660 


画 有 効 期間 ノ 1 日 間 

( 西 鹿児島 発 は 2 日 間 ) 
※ 上 記 以 外 の 設定 駅 も あり ます 。 詳 し く 
は 最寄り の 駅 で お た ず ね くだ さい 。 
一 足早 い 夏 気分 を 満喫 する な 
ら 、 や っ ぱり シー ガイ ア 。 フ リ 
ー バ ンド も る セット に な っ て 、 ま 
すま す お トク で 使い や すく な 
生 まし た 。 


グリ ー ン 料金 な ど ) が 1 割引 に 
な り ま す 。 さ ら に 、 レ ンタ カー も 
割引 に な っ て 、 と っ て も ね お トク / 
車種 も いろ いろ 揃っ て いま す 。 
人 @ あ 着い た 駅 に 営業 所 / 
着い た 駅 に レン タカ ー の 営業 所 
が ある 便利 さも 見 逃 せ ませ ん 。 
駅 か ら 先 も STR に お まかせ くだ 
さい 。 


(大 人 お ひと り 様 の 料金 ) 


23,500 円 -27,000 円 


山陽 四国 ほのぼの 物語 1 
ホテ ル 330 グ ラン デ 倉 敷 


田 出 発 日 平成 10 年 9 月 30 日 まで の 毎日 白壁 の 蔵屋 敷 が 並ぶ 倉敷 河 畔 一 
一 旅 の スケ ジュ ー ル 帯 や 、 大 上 正 時 代 の 由緒 ある 建物 ・ 
ea 倉敷 館 な ど 倉 敷 に は 見 どこ ろ が 
た くさ ん 。 デ ンマ ー ク に ある チ ボ 
リ 公 園 を 手 本 に し た アミ ュー 
メン ト パ ー ク 倉敷 チボリ 公園 も 


- 特 乱 情 多 新幹線 。。 フリ ー 
新倉 数 ーーー= 倉敷 一 
(自由 所 小倉 (自記 前 車 タイ ム 


新幹線 博多 特 乱 


| ま テ ルー/ 人 | 2 テート っ トー で こら 」 
| 24 短 細 。 ( 朋 小 信介 | あり ます 。 


ホテ ル 330 グ ラン デ 薦 敷 


人 最少 催行 人 員 2 名 代 2 名 様 以上 で 同一 行程 の 場合 に 限り 、 お 申し 込み を お 受け いた し ます 。 欠 その ほか 、 指 定席 利用 、 の ぞ み 利用 の プラ ン も あり ます 。 
全 法 乗員 は 同行 いた し ませ ん の で 、 旅 行 サ ービス を 受け る た め の 手 続き は 、 お 客 様 ご 自身 で お 願い いた し ます 。 


電話 一 本 で 、 ジ ョ イロ ー ド の 各 ツ アー が 予約 で きま す 
営 業 時 間 ノ 9 : 30 一 18:00 ( 土 ・ 日 ・ 祝 日 休み ) 


「 ジ ョ イロ ー ド 旅 の 予約 セン ター| な 092(482) 1489 
24 


JR TOFICS 
ヘン ペ ヘ ハン 
ソニ ッ ク の 運転 を 蜂 似 体験 で きる CD-ROM を セッ ト / 


「 大 英和 学 博物 人 展 記 念 札 九州 市 内 一 日 乗り 放題 きっ ぷ 


運転 手 気分 も 味わえ る お トク な きっ ぶ 、 好 評 発売 中 


士 | CD-ROM 


JR 九州 で は 、5 月 31 日 か ら 7 
月 12 日 まで 北九州 市 の 西日本 
総合 展示 場 で 開催 され る 「 大 
英 科 学 隊 物 館 戻 を 記念 し た 、 
[大 英 科 学 博物 館 展 ] 記念 北 
還る 日 乗り 放題 きっ ぷ " 
を 発売 中 で す 。 快 速 ・ 普 通 列 車 
な ら 、 北 九州 市 内 が 1 日 乗り 降 
り 自 由 。 さら に 、 折 尾 一 小倉 間 
(鹿児島 本 線 ) の 特急 ソニ ッ ク 
の 運転 が 疑似 体験 で きる 運転 
シミ ュ レ ー タ ーCD-ROM (Hy 


2 隻 走 っ て 週 36 便 。 ビ ー ト ル な ら 日 帰り 海外 も OK 
田 連 航 ダ イヤ (不知 用 目 -9 朋 3 且 
【 往 岡 一 筐 山 】 


8:45 一 11:40| 
3 |10:00 一 12:55 


平成 10 年 5 月 1 日 か ら 、 ビ ー ト 
ル が 2 隻 に 増え 、 就 航 数 も 2 倍 
に な り ま し た 。 便 利 さ る 気軽 さ 
も ぐー ん と アッ プ し た ビー トル 
な ら 、 日 帰り の 海外 旅行 も 可能 
で ず 。 

一 基本 連 賃 (片道 ) 

@ 大 人 (12 歳 以上 ) 13.000 円 
@ 小 児 (2 央 以上 12 歳 未満 ) 6,500 円 
@ 幼 児 会 以上 2 蔵 未 満 ) 1.300 円 
@ 聞 児 (1 歳 未 満 ) 無 料 


brid 対応 ) を セッ ト し て いま す 。 
較 発 売 期間 

平成 10 年 7 月 12 日 まで 

圏 利用 期間 

平成 10 年 5 月 31 日 一 7 月 12 日 
一 有 効 期間 乗車 日 当日 限り 
圏 お ね だ ん 2.000 円 

一 発売 箇所 門司 港 ・ 門 司 ・ 
小倉 ・ 戸 畑 ・ 枝 光 ・ 八 幡 ・ 黒 崎 ・ 
折尾 ・ 博 多 ・ 南 小倉 ・ 城 野 ・ 下 
暫 根 ・ 行 橋 ・ 若 松 ・ 直 方 の 各駅 
お よび ジョ イロ ー ド 東京 ・ ジ ョ 
イロ ー ド 大 阪 

※| 大英 科学 博物 館 展 」 の 入場 
券 は 含ま れ て いま せん 。 


一 往復 割引 運賃 "24.000 円 

還 学 生 割 引 運 賃 ( 上 道 ) 10.400 幅 

一 平日 往復 割引 運賃 20.000 円 
(ウィ ー ク デー クー ボン ) 

@ 有 郊 期 間 往 路 乗 鯛 日 か ら 7 日間 

下記 以外 の 日 に ご 利用 いた だ け ま す 。 

* 博多 発 便 日 曜 * 祝 日 の 前 日 

* 釜山 発 便 日 曜 * 祝 日 (日 本 の 祝日 

e 往路 また は 復路 が 4/29 一 5/5、8/2 

8/23、12/23 一 1/5 (平成 10 年 度 ) 

※ 乗 船 日 前 日 まで の ご 購入 に 限り ます 。 

※ 小 児 太 び 幼 児 に は 適用 し ませ ん 。 


(3 ヴィ ー ク デー クー ポン を ペア で 1 組 に プレ ゼン ト し ます 。 詳 し く は 28 ペ ー ジ を ご 覧 くだ さい 。 


日 本 航空 “リゾ ッ チ ャ "で 行く 


と くだ ね ハワイ 6 日間 ・ フ リー プラン 


CD-ROMP 


も Pe 
英 科 学 博 物 館 が 誇る 貴重 
0 国外 で の 初 公開 
展 。 英 国 の 至宝 | アー クラ イト 
の 紡績 機 」 や | スティーブン ソ 
ン の 恭 気 機関 車 ロケ ッ ト 号 ] な 
ど 、 科 学 技術 の 歴史 を 彩る 約 
60 点 が 展示 され ます 。 - 半 
併設 の | 北九州 産業 ・ 技 術 フ 
ェ ス タ | に は JR 九州 も 出展 。 
富士 、 み ず ほ な ど 、 往 年 の 列 
車 ヘ ッ ド マー ク や 歴代 の 鉄道 訂 暫 本 k。 
制服 、 実 物 の 各 車 運転 者 (2 策 加 。 
3 系 ) な ど を 展示 し ます 。 im 


田 お 問い 合わ せ 先 ノ 

JR 九州 船舶 事業 部 谷 092(281)2315 
また は ジョ イロ ー ド 支店 、 主 な 旅行 会 信 、 
韓国 で は 合 051 (465)6111 ま で どう ぞ 。 


12: 1515: 10 を 
14:00 一 16:55| 日 月 ニー 一 一 土 


15:45 18:40| 一 一 火 水木 人 一 


206 
_208 


99.000 円 -179.000 由 OOY/O4 の : 


(フリ ー プ ラン ) 


(2 名 1 室 、 大 人 お ひと り 様 の 料金 ) 


一 出 発 日 平成 10 年 7 月 1 日 一 9 月 30 日 の 毎日 
田 旅 の スケ ジュ ー ル 


ヒル トン ・ ハ ワイ アン ・ ビ レッ ジ 

鮮やか な 虹 の モザ イク が ひと 際 目 
を ひく 大 型 リ ゾー ト ホテ ル 。D.F. 
S. や レス トラ ン な どの 施設 も 充実 。 


ハワイ アン ・ リ ー ジ ェ ン ト 

2 つの タワ ー か ら な る ホテ ル 。 カ 
ラ カ ウ ア 通 り を 隔て て 、 ワ イキ キ 
デー チ に 隣接 し て いる の が 魅力 


第 一 ホノルル 着 一 一 ワイ キキ ーー ホテ ル 泊 | | 


日 邊 由 行動 _ 


ヒル トン ・ ハ ワイ アン ・ ビ レッ ジ 


観光 の 付い た 充実 プテラン も あり ます 
@ 2 名 欄 以 上 で で お 申し 込み 下さ い 。 夫 添乗 員 は 同行 し ませ ん が 、 現 地 係員 が お 世話 し ます 。 倫 利用 航空 会 社 は 日 本 航空 で す 。 傘 利用 ホテ ル は ヒル トン ・ ハ ワイ アン ・ ビ レ 
ッ ワイ アン サー ジェ ン ト ま た は 同 グ レー ド の ホテ ル で す 。 


※ 各 ツア ー と も 詳し い 旅行 条件 は 、 専 用 パン フレ ッ ト で ご 確認 くだ さい 。 
主催 州 旅客 鉄道 株 式 会 社 運輸 大 臣 登録 旅行 業 第 965 号 ) 〒812-0012 福岡 市 博多 区 博多 駅 中 央 街 1-1 


社 ) 日 本 旅行 業 協会 会 員 


当日 は 郷土 芸能 披露 や 野点 な ど 各 種 イ ベン 


ト も ある 。 夜 は 花 が ライ ト ア ッ プ され る 。 見 


ご ろ は 6 月 上 旬 。 
雲 大 村 市 ・ 大 村 公 園 


庄 JR 大 村 線 大 村 駅 か ら 車 で 5 分 
大 村 市 観光 課 全 0957 (53) 4111 


で トコ 


アデ 
k 中 


Cr 
の * 
ーー 


九州 各地 の フラ ワー イベ ント 


大 分 ・ く じゅ う 山 開き 

久住 山 や 大 船山 は ミヤ マキ リ シ マ の 
群生 地 。 一 面 を ピン ク 色 に 染め た ミ 
ヤマ キリ シマ の 眺め は 感動 的 。 

p 6 月 7 日 (日 ) 見 ご ろ 6 月 上 旬 
会 玖珠 郡 九重 町 大 船山 山頂 

交 JR 久 大 本 線 豊 後 中 村 駅 か ら 長者 
原 登山 口 まで 車 で 約 30 分 

局 九重 町 商工 観光 課 合 09737(6) 3150 


6 月 】 日 より 


佐賀 見 帰り の 滝 | あじ さい 祭り | 
見 帰り の 滝 は 落差 100m を 誇る 日 本 
の 滝 百 選 の ひと つ 。40 種 類 、 約 4 万 
株 の ピン ク や 青紫 の アジ サイ が 咲き 
誇る 。 

p 6 月 10 日 ( 水 ) 一 7 月 10 日 ( 金 ) 

会 東 松 浦 郡 相知 町 見 帰り の 滝 周辺 
人 JR 唐 津 線 相知 駅 か ら 車 で 10 分 
同相 知 町 観光 協会 会 0955 (62) 2111 


my 


ev ざ ッ 
ズー 


こ 』 も (Th 


大 分 ・ 神 楽 女 湖 萬 蒲 園 開き 
花 蒲 の 名 所 神楽 女 湖 。 昭 和 55 年 か 
ら 植 栽 さ れ た 萬 蒲 が 今 で は 70 種 、26 
万 株 の 見 事 な 花 を 咲か せる 。 

p 6 月 14 日 (日 ) 見 ご ろ 6 月 中 旬 
会 別府 市 神楽 女 ・ 神 楽 女 湖 萬 蒲 園 
交 JR 日 豊 本 線 別府 駅 か ら 土 ・ 日 に 臨 
時 パス あり 

同 別府 市 観光 課 合 0977 (21) 1111 


日 贅 長 
本 伺 ・ 
た 外 大 
ぶ 中 村 
5 間 人 
は 下 
0 四 
) 
の 
30 
ヵ 革 
の 洒 
4 う 
浦 

が り 
咲 / ハ 
き 大 
時 
城 

を ペー 
牧 

り 5 


熊本 ・ は な し の ぶ コ ン サ ー ト 
ハナ シノ ブ に ちな ん だ 音楽 会 。 オ リ ジ 
ナル 曲 披露 の ほか 、 ハ ナシ ノブ の 咲 
く 原野 で の 自然 観 察 な ども ある 。 

p 6 月 28 日 (日 ) 10:00 一 

会 阿蘇 郡 高 森町 ・ 南 阿蘇 国民 体 由 村 
野草 園 

交 南 阿蘇 鉄道 高森 駅 か ら 車 で 10 分 
問 は な し の ぶ 実 行 委員 会 谷 09676 (2) 2111 


往復 宅急便 サー ビス 開始 ! 


お 支払 い の 手間 を カッ ト 


( 更 C ヤマ ト 運輸 


九州 支社 TELO92-931-3300 


華山 


KYUSHU Nm 4 " AT ンー ン 


上 
に 
す 請 可 
箇 演 
要 g イ 1 
コー ビー 
ドコ 


九州 美術 散歩 
(早良 美術 館 る う 系 ) P1 


1 
2 
き 和 は 所 w 加 信 縮 ) 応 や 


ーー ン に 


体 買 開 


別 時 We 
四 3 きす ョ 
いい 


宿 に 魅せ られ て 瑞 是 4 = ぎ 。 
イー ル ハ B 時 天 、 し 大 1 
「』 すこ 還 大 侍 - に - 人 3 責 戸 価 
万 松 楼 )P16 和 て を 4 er き レバ が 7 
に 内 短 時 分 L を 4 
山 筐 。 末 判 田 ga 科 


^9 ュ テン 2 内 畑野 ww 。 rv 業 = > 葛 湯 大 分 県 kB 
長崎 県 Tk ト as を 旬 も 3 らき 野 ′ プ 栗 # IsU 人 


| 
西海 橋 w ィ の ーー * に leE 
それ 行け ! 探険 隊 証 較 | 全 年 還 ) 、 提 舌 2 い | 本 の 本 1 ッ / 2 
(忍者 修行 )P14 へ ーー ー 上 
ss 8 アノ ャ ンー ピレリ 
1 方 徒 因 加 
ーー E りみ 
で 間 原 (人 本 還 )。 / 


. 暮 【 を - | 
6 フリ ー ズ 特集 
(水際 の つた 〉 P2 


ジョ イフ ルス ポ ボット 
(天草 〉P10 ] 


九州 も の し り 学 
還 ( ラ イト & リ デル 〉P18 


ぁ 地 


は 宙 
ます 」 
| 湯 の 見 すす だら に # N 才 
い 骨 衣 座 人 き 
\ 軸 電 員 ンド な 川 二 


時 入 ェ 
1 し ま ae Pr 較 ce 誠 
# 出 し まま 1 な 小 / 
三 久 林 ” 世 ネネ 寺 絵 E ザ え an ドキュ 
邊 児 友信 の どど ュ 商 住 
| つる = の も に ャ ノー 人 as CS 。 も の も 
TLToOL」IB バス MMTT に: 自 区 1 る 二胡 結 9 
語 入 本科 本 や 知人 E 半 む 宮崎 空港 線 
+ エト その ほか の 鉄道 ac 1 mo nM 王 還 時 あむ いた ここ 
意 過 - 還 時 上 川内 る 還 
ーー ャ ピート 間 和 ーー 
に 放鳥 空 「 
加古 厨 面 画 凍 画面 地 トト 鉄 た ' ee NM ae 区 机 に 「 
| 計 : 還 科 : 人 還 本 | er 大 人 きま ューy ーー 
い キャ 由 生 * ” 9 に 北 孝 や "デー ce 
人 駅 長 お すす め の 散 歩道 スタ ー ト 駅 ma き 先 」、 } 。 衣 な と 
) . ヶ 氷 レー シ 内 る 田 
こと 人 H - / は 
で 「 を 
[3 鹿児島 H 日 条 北 方 ご 圭 
CON 人 
周 
8 1 
大石 に 
JANBeI < の ie 
全 所 ふ 指 窒 
写 


GS 加 さ 
|「 ひ 8 窟 」 ロ 骨 0 し べ ツリ 
SR ロ 交 寺 並 S 衣 で の 並 攻 し 人 トー やつ 
1 つや 「 計 堅守 困 選 る | で 38 誤 骨 び 
" 画 じ 症 代入 お 症 玩 守 志 つや お で つや 
写し めき る ぐも ゃ 公介 回 2S 貴 避 天 公 補 和 
つや)「 連 ぶ つ や め 心 人 で 万 うし ポ 
「 考 寝 つ し 誠 で し じ こ し め 「」 心 和 を で し 調 回 っ 
けい 人 骨 や 絞 王 し 近 *0m ろ "おい 5 
信 り 崩し 人 で ho" ころ 尽 選 」 で 


トド 
Ra 


< これ つる ?PK ス 7 問 失 し 世 志 で Si ト ーー※ 
に くく. 


三 己 思 杯 京 40O も ぐ 


政 旨 ポン そ S 把 


品 6 紋 癖 じ 地 着 一 記 に 定 和 定 宮 つ し じ %" 


前 同 り 肖 り し ろ し " に 唄 く 避 間 や 1 リン 
で こ S 敬 別 S や 慰 で 生 こり 8 っ 億 こし hh) 
りり 惨 全 0 才 つ る ) 邊 届 中 GOO つつ せ 受 
レニ こつ お 全 「 ト JS 計 守り 堂 う レ 人 2h9 提 公 的 
X943 で レー め 紙 凶 つ レ スソ )QO め 折 
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福岡 市 中 央 区 天神 2-7-6 
DADA ビ ル 7F 谷 092(716)7760 
営業 時 間 ラン チタ イム 11:0 一 15:00 
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【 プ ブ プロフィール] 

1931 年 生ま れ 

早稲 田 大 学 政 腔 学部 卒業 

*87 年 | 海 銀 伝 | で 直木 賞 、 

92 年 | 工 鬼 た ちの 海 | で 此 

田 練 三 包 費 を 受 賞 . 閉 書 は 

他 に | 海 玉 伝 | 「 海 将 」「 界 | 

人 館 ] な ど 海 を 暮 台 に し ょ 

も の が 多い 。 現 相 住む 福岡 

の 藩 の 老 武 士 を 主人 公 と し ーー 
た 「 十 時 半 性 事件 帖 」 シ リ モニ ーー Seo 


ー ーー ンー SER ーー に こ な っ で ンー 
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| | 玉 本 宝 。 タウ 
今 も 10 年 に 1 度 、 天 皇 陸 下 の 使者 、 勅 使 が 直々 
に 訪れ る 由緒 ある 神社 。 その 歴史 は 、14 代 
仲 衰 天 皇 ・ 神 功 皇后 の 代 ま で さか の ぼる 。 


5 に ゴリ : 


パ 
。 ず 


一 」R 舌 槍 駅 再 
近代 的 な 次 を 見 せる 駅 舎 。 活気 ある 街 
| 香椎 」 に ふ ひさ わし く 、 た くさ ん の 人 人 た ち 
の 感性 を 刺激 する 店 が た ち 並び ます 。 


< 一 
トー 


。 バ 


経済 学 部 経済 学科 ( 間 主 コ ー ス ・ 夜 間 主 コー ス ) 
商学 部 第 一 部 商学 科 
商学 部 第 二 部 商学 科 

が ーー 7 経営 学部 国際 経営 学科 産業 経営 学科 

人 @ 入 試 部 入試 課 工 学 部 機械 工学 科 電気 工学 科 工業 化学 科 


〒813-8503 福岡 市 東 区 松 香 台 2-3-1 土木 工学 科 建築 学科 


し まま まま 


' ca 芸 術 学 部 美術 学科 デザ イン 学科 写真 沈 科 

還 2(6797.9550 間 国際 文化 学部 国際 文化 学科 地域 六 化 学科 

5 http://Www.ip.Kyusan-u.ac.jp/ 大 学院 経済 学研 究 科 商学 研究 科 経営 学研 究 科 
Pe 珍 テ レポ ホン サー ビス 画 還 0120(81)9359 工学 研究 科 芸術 研究 科 国際 文化 研究 科 


ン ロ 唆 作 各 日 6Z 目 G 吉 8661 宮 目 9 アー と 


+Z100-Z18 世 受 芝 音 蛋 競 掌 遥 思 


困 
に 
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盛 [ti5SEKI | 


ァ 尼 


川 9 


W 川 還 
日 石 で は 、 最 新 の 設備 を そろ えた 研修 所 で 、 
国家 資格 整備 士 を 養成 し て いま す 


あな た の 街 で 働く 国家 資格 整備 士 は 全国 に 8000 人 . 日 石 で は 、 厳 し く 、 き め 細 か い 
18 泊 19 日 の 研修 を 行い 、 毎 年 新た な 国家 資格 整備 士 を 、 サ ービス ステ ーション に 送り 


出し て いま す . ガソリン だ け じ ゃ な い 。 日 石 サ ービス ステ ーション 
は 、 入 術 カ で も あな た の カー ライ ィ ッ を 9 ポー ト し て い ょ ょ NISSEKI 


